
令和７年　第３回　肝付町議会一般質問

順位 質　問　者 答弁者 用　　　　件　　(　要　旨　)

１ 富永　洋一 町　長 １． ５期目の町政を問う。

(1) ４期を振り返り、５期目の町政を担う決意

(2) 町財政について、課題が多い中で機構改革（行政組
織）が極めて必要と考えるが。

ア ロケットのまちづくりについて

イ デジタル化のあり方について

ウ 業務量調査結果の活用について

町　長 ２． 町立病院の在り方を問う。

(1) 国立、県立病院の経営赤字が問題となっている。
町立病院の在り方検討委員会の設置が必要と考える
が。

２ 柳　一夫 町　長 １． コスモピア解体に向け、物品処分について

(1) 地区住民、町民に対してどのような広報、周知を図っ
たか。

(2) 物品数は多かったと考える。住民からの問い合わせ
は。

(3) 配布については、職員も多かったと聞く。町民・地区
民、どのくらいの方々が何を求めたのか。

町　長 ２． 高山鉄道記念公園を見て

(1) 駅舎の裏・表のコンクリートを高圧噴射機で掃除をす
るべきではないか。

(2) 室内の壁掛写真は今の技術で新しくできないものか。
明るく、鮮明になれば来館者が増えるのではないか。

選挙管理
委員会
委員長

３． 先の参議院・町長選挙の投票所について

(1) 今回、投票所の集約、移動式期日前投票もあり良かっ
たと考えるが、どの位良かったと考えるか。

(2) 投票所が遠くになり不満だという声を聞いた。4年に
1回であり、元のままに出来ないものか。考えを問
う。

(3) 投票率を上げるため、巡回バスの運行や複数箇所を車
を用いた期日前投票所などを見た。今回を振り返りど
のようにしていくのか。

(4) 町はお出かけタクシーがある。当日の運行状況は。



３ 𠮷原　光 町　長 １． 町長所信表明について（宇宙のまちづくり）

(1) 令和5年4月に新設された宇宙のまちづくり推進課の
目的は、令和3年6月にJAXAや国に提出した要望書の
中身を実現すること、とご表明された。また、令和3
年7月の町長が4選を果たされた時の新聞記事には、
「企業や大学間による民間商業ロケットの打ち上げを
推進し、宇宙関連企業の誘致に取り組む。」とご発言
されている。これら目的の進捗状況と、町の取り組み
について問う。

(2) 本年7月の新聞記事、5選を果たされた町長のインタ
ビューでは、「今まで大学と連携協定を結んできた。
学生たちが宿泊、学習できる場所を整備していきた
い。学生が定着することによって、民間の企業誘致に
もつながる。」とご発言があるが、学生が定着すると
いうことはどういうことか。それがどのようにして民
間の企業誘致につながるのか。また、岸良海岸を全国
に5ヶ所ある共同実験場の6ヶ所目として目指してい
くお考えなのか。岸良海岸を共同実験場とすることに
問題はないのか。地域住民にとって、どんなメリット
がるのか。

(3) 同新聞記事に「今までの打ち上げペースだと地域振興
にあまりつながらないが、イプシロン級ロケットが年
に4、5機上がるようになれば地域の景色はガラリと
変わってくる。ロケットの関係者がより滞在するよう
になる。」とご発言があったが、ロケットを上げるの
はJAXAや企業だが、そのために町がやるべきことは
何とお考えか。

(4) JAXA内之浦宇宙空間観測所に派遣していた職員を7月
に役場に戻す人事があった。以前もそのようなことが
あったが、昨今のJAXA内之浦宇宙空間観測所との関
係に不安を感じる。このことに問題はないのか。ま
た、内之浦宇宙空間観測所との交流はどのように取ら
れているのか。

(5) 私は、これまで一般質問等で再三申し上げてきたこと
は、地元JAXA内之浦宇宙空間観測所との関係強化
だ。前に町長がメーカーの名前まで出されて民間ロ
ケットの打ち上げを推奨された時も、私は一貫してそ
う申してきた。民間ロケットをこの内之浦宇宙空間観
測所から打ち上げることの難しさを鑑みれば、現在の
JAXA内之浦宇宙空間観測所や企業等を最大限に応援
することが、町にとって最善策と訴えてきたが、現在
いかがお考えか。

(6) ロケット射場という他にないアドバンテージを生か
し、地域経済を活性化させ、地域が稼ぐようにするこ
とが必要であると思うが、どうお考えか。また、そう
であるなら、何が必要なのか、どうしていけば良いと
お考えか。



町　長 ２． 町長所信表明について（安心、安全に暮らせる町）

(1) 町立病院について、「引き続き町立病院の医師確保に
努め、経営強化プランに基づき、訪問医療等の更なる
充実に努めます。」と明記されているが、現在、町立
病院が避けて通れない問題は、耐用年数がきている病
院の建て替えの問題である。6月議会にて常任委員会
から早急な専門家委員会の設置が要請されたが、どう
お考えか。

３. コスモピア内之浦跡地の施設建設について

町　長 (1) 現在、優先交渉権者との協議はどのように進んでいる
のか。また、町長も必要性をご認識されていると思う
が、地域住民の多くは一刻も早い新たな温泉、宿泊施
設の建設を願っている。どのような規模の建物を、ど
のようなスケジュールで建設を進めて行くお考えなの
か伺う。

４ 益山　二郎 町　長 １． 地籍調査の進捗率向上について

(1) 議会でも複数回にわたり、進捗率向上について、議論
が交わされてきたが、中々進まず全て終了するには
30年以上かかるとの答弁があった。新たな発想の元
で進めて行く努力が今求められているのではないか。

(2) 調査のやり方に、改善の余地はないか。従来の通りで
は遅遅として進まないのではないか。

(3) 予算の面で進まないのもあると答弁しているが、新た
な財源を求めることはできないのか。

(4) 職員による現地調査のあり様を見て、頭が下がる思い
であるが、暑さ対策等に万全を期すべきではないか、
内容を問う。


